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ウ　予防保全計画等に基づき再整備を行う場合の再整備費及び評価終了時点の資産価額の算定

事業着工年度 2018 年度 （第２－２表）
事業工期 10 年 （評価期間 50 年）

区分 施設

番号

施

設

部

位

数

① ② ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨=④*⑧ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
⑭

=⑫/100*⑬
⑮

⑯

=Σ⑭⑮/評価

終了年度の割

引率

⑰

=施設毎の計

↓ （千円） （年） （年） （回） （千円） （年） （年） （％） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

5 国営 1 ○○頭首工（本体） 224,447 10 10 20.0 691,785 138,357 10,620 20,963 41,990

1-1 　予防保全１ 46,227 12 15 3 1.1640 53,808 42 7 46.7 46,227 21,588 3,038

1-2 　予防保全２ 48,896 14 10 3 1.2312 60,201 34 △ 6 0.0 48,896 0 0

1-3 　予防保全３ 103,937 20 30 2 0.5971 62,061 50 30 100.0 103,937 103,937 14,625

1-4 　予防保全４ 46,227 31 10 2 0.4968 22,966 41 1 10.0 46,227 4,623 651

1-5 　予防保全５ 96,400 34 20 1 0.2636 25,411 34 4 20.0 96,400 19,280 2,713

2 国営 2 ○○揚水機場 104,301 10 △ 20 0.0 245,930 0 0 0 8,671

2-1 　予防保全１ 90,808 20 20 2 0.6647 60,360 40 10 50.0 90,808 45,404 6,389

2-2 　予防保全２ 32,429 15 10 4 1.3550 43,941 45 5 50.0 32,429 16,215 2,282

③

資産の

残存年数
残存率 資産価額

評価終了

時点の

資産価額

施　設　名

（施設部位）

再　　整　　備　　費

１回当たりの

再整備費

初回

再整備

年度の

経過年数

再整備の

周期年数

再整備

回数

再整備

換算係数

現在価値化再

整備費
計

評価終了時点の資産価額

最終整備

年度の

経過年数

用地費
現在価値化

資産価額
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エ　総費用の総括 （第３表）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
⑧

=Σ④⑤⑥-⑦

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

国営 1 ○○頭首工（本体） 493,639 561,245 224,447 41,990 1,237,341

国営 2 ○○揚水機場 0 206,543 104,301 8,671 302,173

国営 3 ××揚水機場 0 566,708 313,635 98,290 782,053

国営 4 △△揚水機場 0 5,584 0 0 5,584

国営 5 ○○幹線用水路 754,966 0 2,508,676 521,309 2,742,333

県営 6 ××支線用水路 146,692 0 50,956 7,141 190,507

県営 7 水管理施設（システム） 104,211 0 215,469 16,945 302,735

その他 8 団ほ □□地区末端水路　 2,009 0 0 0 2,009

9

10

合計 1,501,517 1,340,080 3,417,484 694,346 5,564,735

施設名
施設
番号

区分 総費用
評価終了
時点の

資産価額
再整備費当該事業費

事業着工
時点の

資産価額
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